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『赤ずきん』における「教訓」を読み取る
―Charles Perrault （1697）と Robert Samber （1729）の比較―
川　染　ユリカ
Ⅰ．はじめに
『赤ずきん』は、われわれが幼少時代に読む童話の代表格の 1 つといって
も過言ではない。しかし、われわれが知る『赤ずきん』は、シャルル・ペロー
（Charles Perrault, 1628-1703）または、グリム兄弟（the Grimm’s）によるもの
であるが、この物語は、もともと民間伝承レベルの話として存在していた。
そのテクストは、民俗学者として有名なポール・ドラリュ（Paul Delarue, 
1889-1956）によって採集されている。それと同じ民間伝承と推定されるも
のについて、17 世紀後半、教訓話としてまとめあげたのが、フランス人作
家のペローであり、『小さな赤ずきん』（“Le Petit Chaperon Rouge”）という
題名で『過ぎし昔の物語ならびに教訓』（Histoires ou Contes du temps passé. 
Avec des Moralités：1697）1 に収録されている。
ペローは、1628 年にパリ（Paris）で中産階級の家庭の末子として誕生し
た。幼少から大変に優秀で、オルレアン大学（Orléans Université）で法学を
学び、弁護士として活動する一方で、1671 年にはアカデミー・フランセー
ズの会員となった。ジャン＝バティスト・コルベール（Jean-Baptiste Colbert, 
1619-1683：フランスの政治家・重商主義の代表者）に認められ、ルイ 14 世
（Louis ⅩⅣ , 1638-1715）に仕えた。1691 年にサロンで自作の詩である『グ
リセリディス』（Griselidis）を朗読発表し、同年には出版もされている。ま
た、ルネサンス以来の古典尊重の文芸思潮に反発し、古代と近代の作家を同
次元において比較し、前者の絶対視を否定したことによって、古代派近代派
論争の口火を切る。私生活では、44 歳で当時 19 歳だったマリー・ギション
（Marie Guichon）を妻に迎えた。マリーは、6 年の間に 3 男 1 女をもうけたが、
末子のピエール（Pierre）を生んだ後、半年あまりで他界した（新倉 1982）。
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1683 年にペローは、子供たちの教育に専念するため、学校街のフォブー
ル・サン＝ジャック（Faubourg St-Jacques）に居を移した。そして 1703 年 5
月 16 日の夜、彼はその生涯を閉じた（新倉 1982）。
赤い頭巾というモチーフは、ペローが初めて使用したものである。彼は、
この童話集をエリザベス＝シャルロット・ドルレアン（Elizabeth-Charlotte 
d’Orléans, 1676-1744）というルイ 14 世の姪に当たる女性に献呈している。
献呈の辞から分かることは、ペローは他愛のない、取るに足らない昔話を紹
介するためにこの童話集を書いたのではないということである。一般市民の
生活を描くと同時に、道理（raison）を欠いた物語であっても、それらは実
際に起こり得る事柄であり、決して全てのことが上手くいくとは限らないと
いう教訓を伝えるために、民間伝承に手を加え、編集したのだと、サンバー
は献辞で述べている。
ペローの童話集を初めて英語に翻訳し、1729 年に出版したのが、ロバート・
サンバ （ーRobert Samber, 1682-1745）のHistories, or, Tales of past times 2である。
サンバーは、1682 年に外科医の息子として英国南部のハンプシャー
（Hampshire）州で生まれた。サンバーは、ローマ・カトリック教徒として成
長した。ヨーロッパのあちこちを旅して、1705 年には、教養を身に付ける
為にフランス北部のノール（Nord）県の都市ドゥエ （ーDouai）にも留学した。
ローマ・カトリック教徒の聖職に就く者を対象にした学校であるイング
リッシュ・カレッジ（English College）にしばらく通った後、ローマのイン
グリッシュ・カレッジにも入学する。それらの経験からサンバーは、ラテン語、
フランス語、イタリア語を習得した。故国に戻ると、韻文の瞑想詩を執筆す
るようになる。執筆に際してサンバーは、ローマでの経験が大いに役立った
と語っている（Mathew and Harrison, eds. 2004 : 790-791/ Gillian and Hopkins, 
eds. 2005: 542-543）。サンバーもペローと同じように、ある伯爵夫人に対し
て自らの翻訳を献呈している。彼の翻訳の意図が窺えるのは、以下の文である。
THE Author of the following Stories has happily succeeded in this Way, 
and perhaps nothing yet extant can equal them in their admirable Design 
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and Execution. It was however objected, that some of them were very low 
and childish, especially the ﬁrst. It was very true, and therein consists their 
Excellency. They therefore who made this as an Objection, did not seem 
very well to understand what they said; they should have reﬂected they are 
designed for Children: And yet the Author hath so ingeniously and masterly 
contrived them, that they insensibly grow up, gradually one after another, in 
Strength and Beauty, both as to their Narration and Moral, and are told with 
such a Naiveté, and natural innocent Simplicity, that not only Children, but 
those of Maturity, will also ﬁnd in them uncommon Pleasure and Delight....
 Samber （1977〔1729〕）
サンバーが、“nothing yet extant can equal them in their admirable Design and 
Execution.”（引用 2-3 行目）と書いていることからも分かるように、彼はこ
の童話集を賞賛し、さらに翻訳するに当たっては、この童話集が一部の人間
を除いた世間の人々に広く受け入れられ、彼らにとってその内容が役に立つ
であろうこと、更には幼い子ども達だけではなく、成熟期の、ある程度成長
した子ども達にも喜ばれると確信していたのである。
ペロー童話集に収録されているそれぞれの物語の最後には、「教訓」
（MORALITÉ）と題した詩が付されている。『小さな赤ずきん』も例外では
ない。「教訓」部分では、その物語を通してペローが読者に訴えようとして
いた事柄が書かれている。勿論サンバーは、この「教訓」部分も翻訳している。
本稿では、この「教訓」を中心に取り上げ、ペローによる原文とサンバー
による翻訳には、どのような相違があるのか、そしてそこにどのような両者
の特徴が表れているかを検証していきたい。サンバーの文章を理解するため
には、彼の翻訳以外の作品も参考にする必要性があるが、これはまた、別の
機会の課題としたいと思う。尚、本稿の目的は、ペローとサンバーの比較で
あるので、グリム兄弟の『赤ずきん』には触れないことにする。これもまた、
次の課題にしたいと思う。
ペローとサンバーの「教訓」全文は、Appendix に掲載する。
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Ⅱ．「教訓」を与えるべき対象
本節では、ペローがこの物語を編集・執筆した際に「教訓」を与える対象
として想定していたのは、どの位の年齢の人々だったのか、一方のサンバー
は、自ら物語を翻訳する際に、この物語がどの位の年齢の人々を対象として
いると解釈したのかを考察したいと思う。
ペローの「教訓」には、この点で示唆的な一節がある。拙訳と共に挙げる。
On voit ici que de jeunes enfants,
Surtout de jeunes ﬁlles
Belles, bien faites, et gentilles, ...
Suivent les jeunes Demoiselles...
皆さんは、ここで幼い子どもたち、
とりわけ若く美しく良く成長した 
優しい娘たちが…
若いお嬢さんの後を…
ペローは、この物語を幼い子どもたちに対してだけでなく、成長した少女・
女性たちに向けて書いたように思われる。藤倉恵子は、「ペローの〈赤ずき
んちゃん〉の反／非・「教訓」的読解」（『阪南論集人文・自然科学編』第 30
号第 3 号、阪南大学学会：1995、pp. 53-71．）の中で、以下のように述べている。
「教訓」は「おさない子どもたち」への呼びかけというより、重点は「若
い娘たち」へと移り、大文字の ｢狼｣ は特定のジェンダー、男性を指し
たものとしか受け取れません。
また、藤倉は同論文の「結論」部でも、ペローが「教訓」を著したのは、
子供向けの童話にとどまらない、それ以上の読み方を読者に示唆していると
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述べている。このことから、「教訓」の対象は、成長した少女・女性と考え
て良いのではないだろうか。また、澁澤龍彦は、『ペロー残酷童話集』（東京：
メタローグ、1999）の中で、『小さな赤ずきん』を翻訳しているが、「教訓」
の対象を、「年端もいかない若者…特に美しく愛らしく人好きのする女の子
…」としている。さらに澁澤の『小さな赤ずきん』本文の訳から考えても、
物語の読者つまり「教訓」の対象は、成長した少女・女性と考えられる。本
稿の「Ⅰ . はじめに」でも述べたようにペローは、『小さな赤ずきん』を収
録した童話集をルイ 14 世の姪であるエリザベス = シャルロット・ドルレア
ンに献呈している。彼女は、この本が出版された当時 19 歳であるから、献
呈された時期が出版時よりも多少以前だったとしても、ペローが物語の読者、
「教訓」を与える対象として考えていたのは成長過程にある、更には当時の
結婚適齢期の 10 代の少女たちまでも念頭に入れていたと考えられる。
このような解釈がある一方で、末松氷海子は『フランス児童文学への招待』
（東京：西村書店、1997）の中で、「教訓」が若い娘に対する警告であること
を認めつつ、同時に次のように述べている。
概して現実はこんなふうに冷酷なのだから、油断してはいけないとい
うことを、ペローは特に若い娘や母親に教えたかったのだろう。
母親が子供に読み聞かせるような童話にあって、ペローは読み聞かせとい
うことを巧く利用し、物語を通じて子供だけでなく母親にも警告を発してい
るというのは納得しうる点ではある。しかし、「教訓」を読む限り、母親は特に、
ペローの念頭にはないように感じられる。
一方、上記のペローの原文に対応するサンバーの「教訓」を見てみよう。
What conduct all young people ought to learn
But above all, the growing ladies fair,
Whose orient rosy Blooms begin t’appear :
Who, Beauties in the fragrant spring of age !
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With pretty airs young hearts are apt t’engage.
サンバーは、“What conduct all young people ought to learn/But above all, the 
growing ladies fair,”という表現でペローの「教訓」を模しているものの、彼
自身の解釈が、この表現に表れていると考えられる。
ペローが、冒頭でまず“jeunes enfants”と描いているのに対し、サンバーは、
“young people”としている。つまり、サンバーは幼い子供のみならず、ある
程度成長した子供・若者にも、より積極的に呼びかけているのではないだろ
うか。
また、その後の女性の描写に関してペローは、“Surtout de jeunes ﬁlles/ 
Belles, bien faites, et gentilles, .../ jeunes Demoiselles...”という表現にとどめら
れているのに対し、サンバーは、“But above all, the growing ladies fair, / Whose 
orient rosy Blooms begin t’appear :/ Who, Beauties in the fragrant spring of age !/ 
With pretty airs young hearts are apt t’engage”と拡大して書いており、ペロー
には登場しない女性に関する描写、誇張した表現が登場する。特に“Whose 
orient rosy Blooms begin t’appear :/ Who, Beauties in the fragrant spring of age !”は、
サンバーの物語への解釈や翻訳の特徴を表しているともいえる表現ではない
だろうか。
では、何故サンバーは、このような誇張した表現を用いたのか。つまりそ
れは、サンバーの詩人としての側面を表しているということではないだろう
か。当時の詩の技法（古典主義からロマン主義へ移行しつつある時期である
が）を用いて、「教訓」を翻訳したと考えられる。これに関しては、「Ⅳ . サ
ンバーの詩人としての顔」で触れていきたい。
Ⅲ．「狼」の描かれ方
本節では、物語中にも登場した「狼」が「教訓」では、どのように描かれ
ているのか見ていきたい。
まず、ペローの「教訓」中の「狼」の描写を取り上げてみよう。
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Et que ce n’est pas chose étrange,
Je dis le loup, car tous les loups
 Ne sont pas de la même sorte ;
 Il en est d’une humeur accorte,
Sans bruit, sans ﬁel et sans courroux,
 Qui prives, complaisants et doux ,
Suivent les jeunes Demoiselles
Jusque dans les maisons, jusque dans les ruelles ;
Mais hélas ! qui ne sait que ces Loups doucereux,
De tous les Loups sont les plus dangereux.
そしてその結果、その狼たちが娘を食べても
それは何ら不思議なことではないとお分かりでしょう。
その狼と私が言ったのは、全てが
同じ種類のものではないからです。
彼らの中には、目立たず悪意もなく、
怒らない快活な者がいます。
彼らは親しみ易く、愛想が良く、穏やかで
若いお嬢さんの後を付けていくのです、
家の中まで、ベッド（と壁の隙間）にまで。
しかし、あぁ！こんなにも優しそうな狼が
全ての狼の中で、最も危険だと誰が知らないというのでしょうか！
これらの描写は一見したところ、物語中に登場する「狼」の描写であるが、
実際は「若い女性」に誘いをかける「若い男性」の描写と解釈することがで
きる。というのも、使われている形容詞は動物に対するものというよりは、
人の性格を描写するものと考えられるからだ。例えば、“prives, complaisants, 
doux”、更に“Suivent les jeunes Demoiselles/ Jusque dans les maisons, jusque dans 
les ruelles ;”には、「女性誘惑」の意味合いが含まれていると考えられる。「狼」
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は明らかに「若い男性」として象徴されているのである。
ペローの「教訓」から、彼がこの『小さな赤ずきん』物語を書いた際に読
者として想定していたのは、幼い子どもたちだけではなく、ある程度成長し
た若い女性であることは先に述べたとおりであるが、それと合わせて、物語
中に登場する「狼」について、澁澤龍彦〔訳・著〕の『ペロー残酷童話集』
中の巻末エッセイで桐生操は、以下のように述べている。
ペローは童話のあとに付け加えた「教訓」のなかで、『赤ずきん』に
出てくる狼を、生娘を誘惑する男のたとえとして使っている。一見、
子ども相手の童話に見せながらも、実はペローはあくまでも成人女
性を読者として意識しているのだ。
この解釈と同様のことを澁澤龍彦も述べている。しかしながら、「狼」を
単に「若い男性」とは解釈しない見方もある。中でも水野尚は、興味ある議
論を「ペローの「赤ずきんちゃん」を読む」（『慶應義塾大学日吉紀要　フ
ランス語フランス文学』（第 13 号）、慶應義塾大学紀要刊行委員会：1991、 
pp.60-87.）と題した論文の中で展開している。水野は、「狼」が「若い男性」
であるという解釈を肯定する一方で、「大きいものに注意」と題する第 4 節
の中で、「狼」は単に「若い男性」を象徴しているのではなく、「大人の世界
と子どもの世界を対照」した上で、子どもは大人の世界に入るときには用心
しなければならないと述べている。物語中で「狼」は、「赤ずきん」の大好
きな「おばあさん」の姿をして「赤ずきん」をだますのだから、身近な存在
である「おばあさん」に対しても気を付けなければならないのである。つまり、
「若い娘に対して男性の危険性を知らせる」ということと合わせて、子供た
ちに「大人の世界の危険」について教訓を与える物語であると、水野は主張
している。確かにそのような見方もできるが、この「教訓」を文字通り読む
限りでは、やはり「狼」は「若い男性」を象徴しているという見方が、妥当
であるように思われる。
一方、サンバーが翻訳した「狼」の描写は、以下の通りである。
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Some of them mild and gentle-humour’d be 
Of noise and gall, and rancour wholly free ;
Who tame, familiar, full of complaisance;
Ogle and leer, languish, cajole and glance;
With luring tongues, and language wondrous sweet,
Follow young ladies as they walk the street,
Ev’n to their very houses and bedside,
And though their true designs they artful hide,
Yet ah! these simpring Wolves, who does not see
Most dang’rous of all Wolves in fact to be?
ペローと同じように、「狼」が「若い男性」の象徴であるという点は共通
しているが、ペローよりも「誘惑」の意味合いが前面に表れている。例えば、
“Ogle and leer”; である。サミュエル・ジョンソン（Samuel Johnson, 1709-
1784）の A Dictionary of the English Language によると、ogle は
To view with side glances, as in fondness; or with a design not to be heeded.
 
とあり、例文にはジョン・ドライデン（John Dryden, 1631-1700）の詩の一部
が引用されている。“as in fondness”とあるように、ここから「好意」を含
みつつも、「狼」が「赤ずきん」を見る視線の「いやらしさ」や「好色」の
表れも含んでいるように読みとれる。同じように leer を見ると、
1. To look obliquely; to look archly.
2. To look with a forced countenance.
 
と定義されており、引用されている文章は、1. の語義にはウィリアム・シェ
イクスピア（William Shakespeare, 1564-1616）の『ヘンリー 4 世』（ Henry Ⅳ ）、
2. の語義にはここでもドライデンから取られている。ドライデンの文章の一
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節を引用する。
Bertan has been taught the arts of courts,
To gild a face with smiles, and leer a man to ruin.
“To gild a face with smiles, and leer a man to ruin.”は、『小さな赤ずきん』中
の「狼」が、「赤ずきん」に言葉巧みに罠にはめようとする描写とほとんど
軌を一にしている。いかにも、「若い男性」が「若い女性」を誘う情景に結
びつく表現ではないだろうか。
このように、サンバーは表現としては、ペローよりも直接的であると同時
に、当時の詩の表現として、よく使われていたような語を意識して使ってい
るように思われる。
　
Ⅳ．サンバーの詩人としての顔
前節で述べた ogle と leer は、「若い男性」の「若い女性」への誘惑を含意
していると同時に、詩で用いられるような表現であるという点で、サンバー
の「教訓」の重要な一部である。
本節では、サンバーの詩人としての側面が現れた表現を見ていきたい。具
体的に挙げると、以下のような表現がある。
Whose orient rosy Blooms begin t’appear:
Who, Beauties in the fragrant spring of age !...
Since some enchant and lure like Syrens songs
これらは、ペローの原文には全く登場しないサンバー自身が用いた表現で
ある。特に orient は現代では殆ど使われない意味で、この箇所では使われて
いる。先程と同じようにジョンソンの辞書で見ると、定義は次の通りである。
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1. Rising as the sun.
2. Eastern; oriental.
3. Bright; shining; glittering; gaudy; sparkling.
サンバーの意図する意味は、3. であろう。この語を用いることによって、
誘惑の対象である「若い女性」を、一層誘惑されやすい対象として強調し、「若
い男性」の恐ろしさをも描いているように考えられる。ジョンソンの辞書で
引用されている文は、ジョン・ミルトン（John Milton, 1608-1674）やシェイ
クスピアの文章であるから、やはりサンバーは、当時の詩の技法や良く使わ
れていた表現・語を取り入れて、自らの詩人としての側面と翻訳の独創性を
出したのではないだろうか。
また、Syren（「教訓」の引用 3 行目）という単語を使っていることも興味
深い。このような、ギリシャ神話に登場する人物（舟人を美しい歌で惑わせ、
死へと導く海の精）を登場させているのも、古典主義時代の特徴とも言える
のではないだろうか。つまり、古典主義時代の詩人サンバーの一面が現れて
いる。
さらに、「教訓」全体の形式から、サンバーが古典主義の特徴を表してい
るということが窺える。ペローの「教訓」は勿論、詩の形式を取っているが、
音節は各行、一定のリズムを刻んでいない。また、脚韻に関しては、一部で
は抱擁韻（例えば abba のような形）が用いられているが、全体は不等韻律
になっている。しかし、サンバーは一行当たりの音節が 10 音節で、韻律は
連続する二行が押韻している。つまりサンバーは、英雄詩体二行連句（heroic 
couplet）を用いているのだ。これもまた、古典主義文学の特徴だったことは、
17−18 世紀のイギリスでよく知られている。
このように、サンバーは、ペローよりも「教訓」を詩として、形式的にき
ちんと整えている。それはまさに古典主義の特徴と言えるのではないだろう
か。
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Ⅴ．おわりに
以上、『赤ずきん』の最後に付けられた「教訓」をいくつかの面から分析した。
まず、「Ⅱ．「教訓」を与えるべき対象」では、この童話集を書いたペローは、
この話が幼い子供たちにも読み聞かせるものであることを念頭に置きながら
も、ある程度成長した女性に向けてこの『小さな赤ずきん』を書いたことが
分かった。一方のサンバーの対象読者もペローと同様に、10 代の女性達で
あると思われる。しかしながら、サンバーはペローの原文よりも誇張した表
現を使って呼びかけているところに、両者の相違が表れているということが
読み取れる。
「Ⅲ．狼の描かれ方」では、ペローは物語中に登場する「狼」を「若い男性」
の象徴として用いていることを論じた。サンバーの翻訳にもそのことは共通
しているが、サンバーはペローの原文よりも「教訓」の真の意図―「若い男
性」の誘惑の恐ろしさ―を、より強く意識させるような語を用い、誇張した
表現にしていることが窺える。
「Ⅳ．サンバーの詩人としての顔」では、「教訓」全体を通して、サンバー
がペローの原文にはない表現・単語を使っていることから、当時の詩の技法
を用い、自身の詩人としての顔を垣間見せていることが分かった。
詩人であり、翻訳家であったロバート・サンバーという人物は、これまで
注目されることがなかった。それは、現存するサンバー自身の詩作品や翻訳
作品が少ないからかも知れない。しかしながら、ペローの童話集を初めて英
語に翻訳した翻訳家ロバート・サンバーを研究する必要性を筆者は感じてい
る。何故なら、彼のペローの童話集の翻訳は、その後の翻訳に多大な影響を
与えていると考えられるからである。次の機会には、サンバー自身が創作し
た詩作品に考察の対象を広げ、「教訓」の分析を深化させ、彼の文体の特徴
と彼の翻訳観・翻訳技法との関連を明らかにしていきたい。
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Appendix
　Charles Perrault
　　MORALITÉ
On voit ici que de jeunes enfants,
（皆さんは、ここで幼い子どもたち、）
Surtout de jeunes ﬁlles
（とりわけ若く美しく良く成長した ）
Belles, bien faites, et gentilles, 
（優しい娘たちが）
Font très mal d’écouter toute sorte de gens,  
（あらゆる人間の話を聴き分けられず、）
Et que ce n’est pas chose étrange,
（そしてその結果、その狼たちが娘を食べても）
S’il en est tant que le loup mange.
（それは何ら不思議なことではないとお分かりでしょう。）
Je dis le loup, car tous les loups
（その狼と私が言ったのは、全てが）
Ne sont pas de la même sorte ;
（同じ種類のものではないからです。） 
Il en est d’une humeur accorte,
（彼らの中には、目立たず悪意もなく、）
Sans bruit, sans ﬁel et sans courroux,
（怒らない快活な者がいます。）
Qui prives, complaisants et doux ,
（彼らは親しみ易く、愛想が良く、穏やかで）
Suivent les jeunes Demoiselles
（若いお嬢さんの後を付けていくのです、）
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Jusque dans les maisons, jusque dans les ruelles ;  
（家の中まで、ベッド（と壁の隙間）にまで。）
Mais hélas ! qui ne sait que ces Loups doucereux,
（しかし、あぁ！こんなにも優しそうな狼が）
De tous les Loups sont les plus dangereux.
（全ての狼の中で、最も危険だと誰が知らないというのでしょうか！）
　Robert Samber
　　THE MORAL
From this short story easy we discern         
（この短い物語から我々は簡単に）
What conduct all young people ought to learn.  
（若者がどんな行いを学ぶべきか気付きます。）
But above all, the growing ladies fair, 
（とりわけ、）
Whose orient rosy Blooms begin t’appear :    
（咲き始めの輝くバラの花のように美しく成長していく娘たち、）
Who, Beauties in the fragrant spring of age !  
（つまり、生涯のうちでかぐわしい春に咲き誇る美しいお嬢さん方、）
With pretty airs young hearts are apt t’engage.
（貴女方は、愛らしい外見で若い男を引き付けがちです。）
Ill do they listen to all sorts of tongues,
（そのような女性たちが、だれ彼の見境なく耳を傾けるのは良くありません。）
Since some enchant and lure like Syrens songs
（というのも、彼らの中にはサイレンの歌のような魅力を持ち、
  うっとりさせる者がいるからです。）
No wonder therefore ’tis if overpowr’d,
（それ故、虜にされてしまうと多くの者が、）
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So many of them has the Wolfe devour’d
（狼によって貪り食われてしまうのも何ら不思議はありません。）
The Wolfe, I say, for Wolves too sure there are
（その狼と私が言ったのは、間違いなくさまざまな種類、）
Of every sort, and every character.
（さまざまな性格の狼がいるからです。）
Some of them mild and gentle-humour’d be
（彼らの中には、優しく、礼儀正しく、）
Of noise and gall, and rancour wholly free ;
（騒々しくもなく、厚かましさや悪意などもない者もいます。）
Who tame, familiar, full of complaisance;
（彼らの性格は、従順で親しみ易く、親切心で溢れていて、）
Ogle and leer, languish, cajole and glance;
（嫌らしい目つきで、色目を使い、思わせぶりな態度をし、）
With luring tongues, and language wondrous sweet,
（魅力的な話し振りと驚くほど甘いことばを使って、）
Follow young ladies as they walk the street,
（通りを歩く若いお嬢さんの後を付けてくるのです、）
Ev’n to their very houses and bedside,
（彼女たちの家やベッドの脇にまで。）
And though their true designs they artful hide,
（そして、彼らは真の企みをうまく隠していますが、）
Yet ah! these simpring Wolves, who does not see
（しかし、あぁ！こんなにたにた笑っている狼が、実際には、）
Most dang’rous of all Wolves in fact to be?
（全ての狼の中で最も危険だということを知らない人がいるでしょうか？）
 〔日本語訳は筆者〕
−38−
＊ 本稿は、昭和女子大学大学院に提出した修士論文「C. Perrault : “Le Petit 
Chaperon Rouge”（1697） の最初の英語訳としての R. Samber : “The Little 
Red Riding Hood”（1729） の研究」（2008）の一部を発展させたものである。
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